
令和６年７月５日 

 

議会運営委員会の概要 

 

１ 常任委員会発議の意見書（案）について 

・政策調査室長から、資料「意見書（案）」により説明があり、了承された。 

 

２ 議員の派遣について 

・事務局次長から、資料「議員派遣一覧表（案）」により説明があり、了承された。 

 

３ 討論の通告について 

・議事調査課長から、資料「発言通告書」により説明があり、今期定例会においては論

点を明確にするため案件ごとに討論を行うことについて、了承された。また、討論時

間については、一つの討論につき３分以内と決定された。 

 

４ 議事日程第５号について 

・議事調査課長から、資料「会議順序表」等により７月５日の議事日程の説明があり、

了承された。 

 

５ 閉会中の委員会の開催について 

・議事調査課長から、資料「閉会中の委員会の開催について（案）」により説明があり、

了承された。 

 

６ その他 

（１）大学生のインターンシップの受入れについて 

・政策調査室長から、資料「大学生のインターンシップの受入れについて（案）」によ

り説明があり、了承された。 

 

【休憩１０：５６～１０：５６】 

 

４ 次回議運開催日時 

 ・８月２０日（火）午前１０時と決定された。 

 

５ 本日の開議時刻 

・直ちに開議と決定された。 

 

【発言概要、質疑等】 

（楳津委員長）今期定例会においても、様々、活発な議論が交わされた。円滑な議会運営が図

られるよう、議員各位におかれては、発言の重みに十分留意しながら、今後の議員活

動にあたっていただきたい。 



 

議 会 運 営 委 員 会 協 議 事 項  

 

令和６年７月５日（金） 

午 前 10 時  

 

 

１ 常任委員会発議の意見書（案）について 

 

２ 議員の派遣について 

 

３ 討論の通告について 

 

４ 議事日程第５号について 

 

５ 閉会中の委員会の開催について 

 

６ その他 

 

７ 次回議運開催日時 

  ８月 20日（火）午前 10時 

 

８ 本日の開議時刻 

 



発議第16号 
 

意 見 書（案） 
 

防災・減災、国土強靱化対策の更なる推進を求める意見書 
 
 近年、異常気象の常態化・局地化により、全国各地で大規模な自然災害が毎年のよう
に発生しており、加えて令和６年能登半島地震のような大規模地震の切迫性も高まって
いる。本県においても平成30年８月、令和元年10月、令和２年７月、令和４年８月と相
次いで記録的な豪雨や局地的な大雨による災害、令和４年12月には急傾斜地における土
砂災害に見舞われ尊い命が失われるなどの甚大な被害が発生した。 

国においては、令和７年度までを期間とする「防災・減災、国土強靱化のための５か
年加速化対策」を策定し、地方とともに集中的な対策を実施している。また、本年６月
21日に政府が定めた、いわゆる「骨太の方針2024」において、中長期的かつ明確な見通
しの下、継続的・安定的に切れ目なく国土強靱化の取組みを進められるよう、「国土強
靱化実施中期計画」に向けた検討を最大限加速化し、今年度の早期に策定に取り掛かる
こととされたところである。 

本県においては、令和３年３月に策定した「事前防災及び減災等のための山形県強靭 
化計画」に基づき、国の５か年加速化対策等の予算を活用しながら取組みを進めており、 
対策が行われた箇所では被害が抑止・軽減されている。しかしながら、自然災害発生時
においては、住民の安全・安心を脅かす被害が依然として各所で多数発生している状況
にあることから、国土強靱化の取組みを切れ目なく継続的・安定的に推進していくこと
が求められている。 

よって、国においては、激甚化・頻発化する自然災害を踏まえた対策を引き続き強化
し、住民の生命と暮らしを守るため、下記の措置を講じられるよう強く要望する。 

記 
１ 「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」の最終年度となる令和７年 

度においても、近年の資材価格の高騰にも対応した必要な予算・財源を確保すること。 
２ 災害に屈しない国土づくりを、切れ目なく、一層推進するため、現対策を上回る事

業規模とする「国土強靱化実施中期計画」を令和６年内の早期に策定し、地方財政の
更なる拡充を図ること。 

３ 道路の除排雪や除雪機械の更新、地吹雪対策のための防雪柵や雪崩対策施設及び消
雪や流雪溝の整備・更新等の雪国特有の課題に対応するための施策を「国土強靱化実
施中期計画」に盛り込むこと。 

４ 近年の気候変動（みぞれ・降雨、融雪の増加、ゼロクロッシングの発生）を要因と
した路盤の凍結・融解による道路舗装の損傷に対し、国の支援を早急に講じること。 

 
 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

令和 年 月 日 
 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長 

 内 閣 総 理 大 臣  

 総 務 大 臣  

財 務 大 臣 あて 

 国 土 交 通 大 臣 

国土強靱化担当大臣 

 内閣府特命担当大臣（防災） 

 内 閣 官 房 長 官 

 

山形県議会議長  森 田   廣    

 

 以上、発議する。 

 

  令和４年10月７日 
 

提 出 者  山形県議会建設常任委員長  遠 藤 寛 明    



議 員 派 遣 一 覧 表（案） 
 

令和６年７月５日 

番号 内   容 

29 

海外政策課題調査 

(1) 目   的 海外における行政施策等の調査・研究を行い、その結果を 

        議会審議等に反映させるため 

(2) 場   所 ドイツ、デンマーク、フィンランド 

(3) 期   間 令和６年７月６日（土）から７月１３日（土）まで 

(4) 議 員 名 石川正志、阿部ひとみ、五十嵐智洋、矢吹栄修、伊藤重成 

30 

第１４７回北海道・東北六県議会議長会議 

(1) 目   的 本県議会が参加する上記の会議に出席するため 

(2) 場   所 秋田県 

(3) 期   間 令和６年８月２８日（水） 

(4) 議 員 名 矢吹栄修 

31 

 

令和６年度北海道・東北六県議会議員研究交流大会 

(1) 目   的 北海道・東北六県議会議長会が主催する上記の大会に出席 

するため 

(2) 場   所 秋田県 

(3) 期   間 令和６年８月２９日（木） 

(4) 議 員 名 石川渉、石川正志、江口暢子、阿部恭平、石塚慶、 

阿部ひとみ、今野美奈子、高橋弓嗣、佐藤文一、 

佐藤正胤、遠藤寛明、遠藤和典、髙橋淳、五十嵐智洋、 

矢吹栄修  

32 

新庄南高等学校生徒と県議会議員との意見交換会 

 (1) 目   的 上記の意見交換会に出席するため 

 (2) 場   所 新庄市 

 (3) 期   間 令和６年９月３日（火） 

 (4) 議 員 名 石川渉、伊藤香織、石塚慶、石黒覚、矢吹栄修 

33 

庄内農業高等学校生徒と県議会議員との意見交換会 

 (1) 目   的 上記の意見交換会に出席するため 

 (2) 場   所 鶴岡市 

 (3) 期   間 令和６年９月９日（月） 

 (4) 議 員 名 江口暢子、阿部ひとみ、高橋弓嗣、佐藤文一 

 



山形県議会議長森田

今回の県議会において、次のとおり発言したいので通告します。

発言の種別

廣

発

発議第12・号

山形県子育て基本条例の一部を改正する条例の制定について反対の

立場であるため討論を行いたい

発

殿

質疑・代表質問・一般質問・緊急質問

の要旨(討論の場合は反対、賛成の別を記載するこど

相田光.、'參山形県議会議員

通

令和6.年 7月3日

聿:
荘ヨ

討論・一身上の弁明

答'弁者

告言

一
言

r
{



山形県議会議長森田廣殿

今回の県議会において、'次のとおり発言したいので通告します。

発言の種別

発

発

発議第12号「山形県子育て基本条例の一部を改正する条例の制定につい

て」は、今日における本県の子供虐待は、一刻の猶予もならない状況にあること

から、発議に賛成の立場から討論する。

の要

質疑、一般質問、緊急質問、厨三圖(匿1西

通

令和 6年

高橋啓介生山形県議会議員

7月

圭二
匠ヨ

4日

反対)、一身上の弁明

答:弁、者

告言

旨言



山形県議会議長森田

今回の県議会において、次のとおり発言したいので通告します。

発言の種別

廣

発

1.

発議第12号「山形県子育て基本条例の一部を改正する条例の制定につい

て」に賛成

(要旨)

子どもへの虐待数が増加しており、虐待への対応は喫緊の課題である。やま

がた子育て応援プランなど、様々な施策・計画などの基本となる条例に虐待に

関する条文を追加することは、対策を強化することに資するため。

殿

発

一身上の弁明質疑・代表質問・一般質問・緊急質問 ・司'ミ"・

の要旨(討論の場合は反対、賛成の別を記載すること)

令和6年7月

山形県議会議員

通

石川

4日

圭ミ
E,

渉'つ

答弁者

告言

言



山形県議会議長森田廣殿

今回の県議会において、次のとおり発言したいので通告します。

発言の種別

発

発

発議第13号「山形県笑いで健康づくり推進条例の設定について」は、人権

を軽視するととを含む条例には賛同できず、反対の立場から討論する。

の要

質疑、一般質問、緊急質問、厨三困(賛成・匝亙)、一身上の弁明

通

令和 6年

山形県議会議員

7月

聖:
Ea

石黒覚1^、

4日

"答:弁者'

告言

旨言



山形県議会議長殿

発言の種別

今回の県議会において次のとおり発言したいの、で通告します。

発

<発言テーマ>

発議第13号

「山形県笑いで健康づくり推進条例の設定について」に反対

令和6年7貞 4日

山形県議会議員関徹俣金

質疑

通

一般質問

<発言の趣旨>

条例案は、県民に「笑いによる心身の健康づくりに取り組む」努力義

務を課すものとなっているが、笑う事、笑わない事について、行政が県

民に義務を課す事は、いかなる理由であれ許されないと考えるため。

書

[^(賛成・1亘司) 一身上の弁明

告言



山形県議会議長森田

今回の県議会において、次のとおり発言したいので通告します。

発言の種別

廣

発

発

殿

泥点琴賜易山*保咲いがイ達厚収y佐修冴イ冽のt腕
、つワい1

殖咸討鄭

質疑

の要旨(討論の場合は反対、賛成の別を記載すること)

会禾口b 年ワ月ろヨ

代表質問・一般質問

山形県議会議員

通

炉託石那途
圭:
乍ヨ

緊急質問・ 討言△.・一身上の弁明

答弁者

告言

言



山形県議会議長森田廣殿

今回の県議会において、次のとおり発言したいので通告します。

発言の種別

発

発

請願17号「国に健康保険証廃止の撤回を求める」請願に対する厚生環境常

任委員長報告は、不採択とするものであるが、請願の趣旨にある通り利用率が

一害呪こも満たない状況を踏まえると、願意は極めて妥当と考えるものであり、厚

生環境常任委員長報告に反対の立場から討論する。

の要

質疑、一般質問、緊急質問、厨三圖(賛成・1匡三到)、一身上の弁明

通

令和 6年

梅津庸成ξ悪)山形県議会議員

7月

圭ミ
匠ヨ

4日

答弁者

告言

旨言



山形県議会議長森田

今回の県議会において、次のとおり発言したいので通告します。

発言の種別

廣

発

1.

請願17号「『国に健康保険証廃止の撤回を求める』請願」を不採択とする委

員長報告に反対

(要旨)

マイナンバーカードの取得も保険証との紐づけも任意である。カードの取得や

紐づけに国民を事実上強制する施策は変更すべきであって、県民の不安は当

然であり「任意の原則を明確にする」ならびに「現行保険証の廃止の撤回を求

める」願意は妥当であり、請願は採択すべきものである。

殿

発

・く証玉,・質疑・代表質問.・一般質問・緊急質問 一身上の弁明

の要旨(討論の場合は反対、賛成の別を記載すること)

山形県議会議員

令和6年7月

通

石川

4日

聿:
匠孝

渉 C辻渉 1

答:'弁者

告言

言



山形県議会議長森田

今回の県議会において、次のとおり発言したいので通告します。

発言の種別

廣

発

請願17号「国に健康保険証廃止の撤回を求める」請願について、厚生

環境常任委員長の報告(不採択)に賛成の旨の討論を行うもの。

発

殿

質疑

の要旨(討論の場合は反対、賛成の別を記載すること)

山形県議会議員佐藤正 胤、

代表質問・一般質問

通

令和6年7月4日

圭ミ
Ea

一身上の弁明緊急質問 .司'郵.

答弁者

告言

言



[議事日程第５号] 令和６年７月５日（金）

採決方法

１ ○ 議会運営委員会

（議事日程第５号、その他）

＜　開　議　＞

２ ○ 議案及び請願上程

（議第９４号から議第１１４号まで及び

　発議第１１号から発議第１３号までの２４件並びに請願）

○ 常任委員長報告

文 教 公 安 常任委員長

厚 生 環 境 常任委員長

農 林 水 産 常任委員長

商 工 労 働 観 光 常任委員長

建 設 常任委員長

総 務 常任委員長

○ 討論

○ 議案採決

（１）発議第１２号 起　 立

（２）発議第１３号 起　 立

（３）（１）及び（２）を除く２２議案 簡　 易

○ 請願採決

（１）請願１７号 起　 立

（２）（１）を除く６件 簡　 易

会　　議　　順　　序　　表

会　議　・　議　事　順　序

（１）発議第１２号に対する討論

　３４番　髙　橋　啓　介　議員

　２０番　相　田　光　照　議員

　  １番　石　川　　　渉　議員

（２）発議第１３号に対する討論

　２５番　石　黒　　　覚　議員

　　９番　伊　藤　香　織　議員

　１１番　関　　　　　徹　議員

　  １番　石　川　　　渉　議員

（３）請願１７号に対する討論

　１３番　梅　津　庸　成　議員

　１８番　佐　藤　正　胤　議員

- 1 -



３ ○ 意見書案上程・採決 簡　 易

（発議第１５号）

４ ○ 議員の派遣について上程

○ 採決

（１）２９ 海外政策課題調査 起　 立

（２）（１）を除く４件 簡　 易

＜　閉　会　＞

- 2 -



 

議   事   日   程 （ 第 ５ 号 ） 

令和６年７月５日（金） 午前１０時開議 

 

 

第 １  

第 ２  

第 ３  

 

第 ４  

第 ５  

第 ６  

 

第 ７  

 

第 ８  

第 ９  

 

第 10  

 

第 11  

第 12  

 

第 13  

第 14  

 

第 15  

 

第 16  

第 17  

第 18  

第 19  

 

 

第 20  

第 21  

 

第 22  

第 23  

第 24  

第 25  

第 26  

第 27  

議第 94号 令和６年度山形県一般会計補正予算（第１号） 

議第 95号 令和６年度山形県電気事業会計補正予算（第１号） 

議第 96号 山形県職員等の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

議第 97号 山形県手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

議第 98号 山形県県税条例等の一部を改正する条例の設定について 

議第 99号 山形県地方活力向上地域における県税の課税免除等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

議第100号 山形県過疎地域の持続的発展の支援に関する県税課税免除条例の一部を改正

する条例の制定について 

議第101号 住民基本台帳法施行条例の一部を改正する条例の制定について 

議第102号 山形県個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

議第103号 山形県認定こども園の認定の要件に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

議第104号 山形県青少年健全育成条例等の一部を改正する条例の設定について 

議第105号 山形県誰もががんを知り、県民みんなでがんの克服を目指す条例の一部を改

正する条例の制定について 

議第106号 山形県県立学校設置条例の一部を改正する条例の制定について 

議第107号 一般県道余目松山線道路施設長寿命化対策事業庄内橋橋梁下部工事（Ｐ３）

請負契約の一部変更について 

議第108号 一般県道余目松山線道路施設長寿命化対策事業庄内橋橋梁下部工事（Ｐ５）

請負契約の一部変更について 

議第109号 パーソナルコンピュータの取得について 

議第110号 除雪機械の取得について 

議第111号 大浜西埠頭港湾用地の処分について 

議第112号 東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所及び同社福島第二

原子力発電所の事故に基づき生じた損害賠償の和解のあっせんの申立てにつ

いて 

議第113号 令和５年度山形県一般会計補正予算（第９号）の専決処分の承認について 

議第114号 山形県県税条例の一部を改正する条例の制定についての専決処分の承認につ

いて 

発議第11号 山形県鳥獣被害防止対策の推進に関する条例の設定について 

発議第12号 山形県子育て基本条例の一部を改正する条例の制定について 

発議第13号 山形県笑いで健康づくり推進条例の設定について 

請願 

発議第15号 防災・減災、国土強靱化対策の更なる推進を求める意見書 

議員の派遣について 

 



請 願 審 査 結 果 一 覧 表 

令和６年６月定例会 

区 

分 

番 

号 

受 理 

年月日 

関  係 

委員会 
件       名 提   出   者 紹 介 議 員 

審査 

結果 
措置 

請 

願 
16 6.6.11 

厚  生 

環  境 

医療機関・介護施設へのさらなる支援の

拡充と、ケア労働者の勤務環境と処遇の

改善を求める意見書の提出について 

山形市青田南６番28号 

山形県医療労働組合連合会 

執行委員長 渡辺 勇仁 

齋藤、橋本、松井、江口、 

梅津、青木、吉村、 

髙橋（啓） 

継続 

審査 
 

〃 17 6.6.18 
厚 生 

環 境 

「国に健康保険証廃止の撤回を求める」

請願 

山形市木の実町12番37号 大手門パルズ  

連合山形内 山形県退職者連合 

会長 三澤  裕 

江口、梅津、髙橋(淳)、 

髙橋(啓) 
不採択  

〃 18 6.6.18 
商工労

働観光 

山形地方最低賃金の改善を求める請願に

ついて 

山形市木の実町12番37号 

日本労働組合総連合山形県連合会 

会長 舩山  整 

江口、梅津、髙橋(淳)、 

吉村、髙橋(啓) 

継続 

審査 
 

 

 

 付 託 委 員 会 件  数 
審    査    結    果 

採  択 不採択 継続審査 撤  回 

厚  生  環  境 ２  １ １  

商工労働観光 １   １  

計 ３  １ ２  



継 続 審 査 請 願 審 査 結 果 一 覧 表 

令和６年６月定例会 

区 

分 

番 

号 

受 理 

年月日 

関  係 

委員会 
件       名 提   出   者 紹 介 議 員 

審査 

結果 
措置 

請 

願 
11 5.12.4 

厚 生 

環 境 

人道的見地から「沖縄本島南部からの埋

め立て用土砂採取計画」の断念を求める

意見書の提出について 

鶴岡市水沢字行司免43－13 

「平和の礎」名前を読み上げる山形の会 

代表 漆山 ひとみ 

青木、石黒、髙橋（啓） 
継続 

審査 
 

〃 12 5.12.4 
厚 生 

環 境 

医療機関・介護施設への支援の拡充と、

患者・利用者の負担を軽減し診療報酬・

介護報酬を大幅に引き上げるための意見

書の提出について 

山形市青田南６番28号 

山形県医療労働組合連合会 

執行委員長 渡辺 勇仁 

齋藤、橋本、松井、青木、

吉村、髙橋（啓） 
撤回  

〃 13 6.2.20 
文 教 

公 安 
夜間中学の開設について 

福島県福島市南沢又字曲堀東８－６ 

夜間中学校開設を進める会 

代表 武田 徹 

石黒、吉村、髙橋（啓）、 

木村 

継続 

審査 
 

〃 14 6.2.20 総 務 
ガザ地区での即時停戦を求める意見書の

提出について 

寒河江市西根高畑71－２ 

市民連合やまがた 代表 菊地 若奈 

齋藤、橋本、松井、 

石川（正）、江口、梅津、 

今野、青木、石黒、 

髙橋（啓） 

撤回  

 

 

 

 

付 託 委 員 会 件  数 
審    査    結    果 

採  択 不採択 継続審査 撤  回 

総     務 １    １ 

文 教 公 安 １   １  

厚 生 環 境 ２   １ １ 

計 ４   ２ ２ 



閉会中の委員会の開催について（案） 

 

委 員 会 日   時 

常任委員会 ８月２１日（水）午前１０時 

３特別委員会 ８月２２日（木）午前１０時 

 



大学生インターンシップの受入れについて（案） 

 

「山形県議会と国立大学法人山形大学との相互協力に関する協定書」

に基づき、次のとおり、学生のインターンシップを受け入れる。 

 

１ 受入期間 ８月１９日（月）～８月２３日（金） 

 

２ 受入学生 ３名 

山形大学 人文社会科学部  人文社会科学科   ２年 

山形大学 理学部 理学科            ３年 

    山形大学 農学部 食料生命環境学科       ３年 

 

 

３ 主な内容  ○委員会書記業務補助 

        ○議会広報業務 

        ○その他政策調査関係業務 


